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.Abstract.   

When the dry season comes,we start using cream in order to keep our skin full 

of moisture.Therefore, we chose hand-cream from all kind of the creams,and 

researching how it would change by adding some ingredients,such as 

yogurt,olive oil,milk,yakuruto,and rice water. 

As a result,it was “Yakuruto” that is the best ingredient to mix into 

hand-cream with. 
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１．序論 

（１）研究背景　 
　SDGsの項目の一つに「作る責任・使う責　　任」

というものがある。私達はこの項目に　　沿って、研

究を行った。 

 

（２）研究の目的（or動機or意義） 

　動機：身近にある食材をハンドクリームに混　　　

　ぜると、どのような水分量の変化が起　　　　こる

のか興味が湧いたから。 

　 

　目的：身近なものをハンドクリームに混ぜる　　　

　ことで、保湿力のあるハンドクリーム　　　　を作

る。 

  

 （３）先行研究 

　　藍の抗菌作用 

　　　　　　　〜ハンドクリームへの応用〜 

 

（４）研究仮説 

　肌が乾燥しているときは皮脂が分泌される。 

　そこで、肌の保湿には油分のあるものが必要　だ

と考え、ハンドクリームに油分のあるもの　を含ませ

るとよく保湿されるのではないか   　と仮説を立て

た。 

 

 

 

 

 

 

 

２．調査方法 

（１）材料 

　自作のハンドクリームでは 

　蜜蝋、蜂蜜、ホホバオイル、 

　精油を使用する。 

   ハンドクリームに加える身近な　　 

　ものとしてヨーグルト、牛乳、 

　ヤクルト、お米の研ぎ汁、オリ 

　ーブオイルを使用する。 

    実験道具は肌の水分量を測ることのできる肌　

水分量チェッカー、キムワイプを使用する。 

 

（２）実験方法 

　１.独自のハンドクリームを作る。 

　　１）材料にあるものをすべてビーカーに入　　　

れ、加熱する。 

　　２）材料が全て溶けたら粗熱を取り、冷や　　　

す。 

 ２.ハンドクリームにまぜる身近な食材を決　　　め

る。 

 ３.2で決めたものを1のハンドクリームに混　　　ぜ

る。　 

　（割合）ハンドクリーム：身近なもの 

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝7：3 

 ４.３でできたハンドクリームを写真１のよ　　　うに

人の手の甲に描いた円内に塗り、水分　　量・保

湿　力、伸びやすさ、保湿持続力を　　調べる。

（写真１） 

　　水分量・保湿力は10分間隔で全50分の間に　

　どのような変化が起こるのか記録する。 
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　伸びやすさは下敷きを2枚用意し、1枚には　　同

じ量の3でできたハンドクリームをの　　　せ、もう1

枚の下敷きをスライドさせ、伸　　ばす。(写真２） 

　保湿持続力は写真1の円内にハンドクリー　　ム

を塗った後、キムワイプを一辺5㎝の正方　形に切

り取ったものを貼る。手の甲を裏返　　してキムワイ

プがどのくらいの時間で剥が　　れるかを記録す

る。　 

　 

  　　　　　　　　　　　　 

　 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　（写真１） 

 

 

 

　　　 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　（写真２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果 

※次の３つのグラフはすべて２０人分の実験結果

の平均のグラフである。 

 

（１）水分量・保湿力 

 

結果は上のグラフのようになった。グラフはそれぞ

れ青が「お米の研ぎ汁」、ピンクが「ヤクルト」、黄

色が「ヨーグルト」、　緑が「牛乳」、赤が「オリーブ

オイル」、水色が「ノーマル」のものである。このグラ

フからはヨーグルトが特に高く５０分地点で３５％の

値を取っている。 

 

（２）伸びやすさ 

 

結果は上のグラフのようになった。グラフは上から

「お米の研ぎ汁」、「ヤクルト」、「ヨーグルト」、「牛

乳」、「オリーブオイル」、「ノーマル」となっている。

このグラフからはオリーブオが実験を行った物質

のなかで唯一１０ cmを超えた。 

 

（３）保湿持続力 

 

結果は上のグラフのようになった。グラフの並びは

２の伸びやすさのグラフと同じである。このグラフか

らはヤクルトが特にキムワイプが剥がれ落ちるまで

の時間が長かった。 

 

 

４．考察 
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実験の結果から、水分量・保湿持続力は５０分地

点でも３５％と高い値を取っているヨーグルトが特

に優れていると考えた。伸びやすさは実験のなか

で唯一１０cmを超えているオリーブオイルが優れ

ていると考えた。保湿持続力は他のものと比べて

特にキムワイプが剥がれずらかったヤクルトが優

れていると考えた。 

 

＊ヨーグルトとヤクルトは保湿力、保湿持続力がど

ちらも高いことから乳酸菌がなにか関係しているの

ではないかと私達は考えた。 

 

 ５．結論 

結果より、水分量・保湿力、伸びやすさ、保湿持続

力の３つの項目全てにおいて高い値を取っている

ヤクルトがハンドクリームに加えるのに適しているこ

とがわかった。 
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